
今
年
の
梅
雨
は
晴
れ
の
日

が
多
く
６
月
か
ら
真
夏
日
が

続
き
、
７
月
も
連
日
厳
し
い

暑
さ
が
続
く
な
ど
例
年
と
は

異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
の
気
温
は
全
国

的
に
平
年
よ
り
高
く
な
る
見

込
み
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は

４
０
度
前
後
に
達
す
る
「
酷

暑
」
と
な
る
た
め
、
厳
重
な

警
戒
が
必
要
と
の
予
報
が
あ

り
ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補

給
な
ど
の
暑
さ
対
策
を
し
っ

か
り
行
い
、
熱
中
症
に
は
十

分
警
戒
が
必
要
で
し
ょ
う
。

さ
く
ら
茶
屋
で
は
老
朽
化

し
た
店
先
の
テ
ラ
ス
を
休
息

も
で
き
る
よ
う
改
修
し
て
い

ま
す
。
常
に
ご
利
用
は
可
能

で
す
の
で
必
要
時
は
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
営
業
時

間
内
で
あ
れ
ば
、
水
分
補
給

の
た
め
の
「
お
水
の
提
供
」

も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
声
を
お

か
け
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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暑い夏、熱中症や日射病に注意が必要です。休息や水分
補給が必要な場合は、さくら茶屋をご利用ください。ただ、
8月3日から17日の2週間は「さくら茶屋・カフェ」とも
休業となりますのでご容赦いただきたいと思います。

【げんきライフ】 毎週月曜と木曜の午前中

夏季休業中はお休みとなります。8月後半、18日
（月）から再開となります。ご注意ください。

k【さくら食堂】 ８月22日（金）のみの開催

8月開催は一回のみです。17:00～19:30（入店は
19時まで）、内容はカレー、サラダ、デザート、料
金は大人300円、高校生以下100円、幼児無料です。

８月後半一回のみの開催となります。「さくらカフェ」
で実施します、定員がありますので参加ご希望の
方は電話で確認願います。参加費は300円です。

【麻雀ｽｸｰﾙ】 ８月26日（火）9:30～11:30

休憩等にご利用下さい

さくらカフェで10時から開始します。今
回は写真にある「ペンギン」を折ります。
どなたもお気軽にご参加ください。

【折り紙教室】 ８月20日（水）

８月３日から17日まで夏季休業となります

改修された店頭のテラス

さくらカフェ・８月２日の土曜カフェは営業致します。第３土曜はお休み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
茶
屋
に
し
し
ば

理
事
長

炭
竃

美
枝

す
み
か
ま

盆
地
で
蒸
し
暑
い
京
都
で
育
った
私
に
と
って
、
西
柴
地
域

は
と
て
も
自
然
に
恵
ま
れ
、
海
風
も
あ
り
暮
ら
し
や
す
い
土

地
で
す
。

そ
し
て
、
１
６
年
目
の
地
域
の
居
場
所
と
し
て
『さ
く
ら

茶
屋
』に
も
愛
着
が
あ
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得

て
継
続
で
き
る
よ
う
に
頑
張
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

暑
さ
厳
し
き
折
、
皆
様
ご
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

子育て支援拠点「とことこ」とコラボしてのキッズ
です。自由参加です。お気軽にご参加ください。

８月前半は休業のため、下記イベントはお休みです。
「さくら体操」「さくら句会」「さくら読書会」
「抹茶の日」「認知症予防カフェ」及び「凸凹の会」
次回は９月開催、皆様のお越しをお待ち致します。

【とことこさくらキッズ】８月19日(火)10:00～

地域の有志の方々の意見交換の場です。ズーム開催
で、参加ご希望の方は電話でお問い合わせ下さい。

【 まちの未来研究会】８月２日(土)15:00～

８月１日（金）「お持ち帰りお赤飯」
を販売します。事前予約も承ります。
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〇

信
濃
路
の
青
田
押
し
行
く
風
の
波

淑
子

〇

吊
り
革
の
二
の
腕
眩
し
走
り
梅
雨

佳
代
子

〇

青
年
の
慣
れ
た
手
つ
き
の
日
傘
か
な

竹
仙

７月に行われた

句会から、選ばれ

た３句を紹介しま

す。

これまで、さくら茶屋

主催・さくら食堂で助成

を受けていた「ふれあい

助成金（金沢区社会福祉協議会）」ですが、今年度はこども事業（こど

もの居場所・こどもイベント・親子の居場所など）で助成を受けることに

なりました。このふれあい助成金は、赤い羽根共同募金で集まった募金を

様々な団体に分配して行われている助成事業です。赤い羽根共同募金で皆

様から頂いたお心を、地域の子どもたちの健やかな成長に還元できるよう

引き続き継続して活動を行っていきます。

「
さ
く
ら
茶
屋
」
で
は
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
歌
の
イ
ベ
ン
ト
は

い
つ
も
大
人
気
で
す
。

９
月
は
。
歌
の
集
い
と
西
柴

昼
話
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
双

方
と
も
金
沢
区
出
身
や
在
住
な

ど
地
元
に
縁
の
あ
る
方
々
の
バ

ン
ド
が
登
場
し
ま
す
。

歌
の
集
い
は
志
賀
さ
ん
・
石

原
さ
ん
コ
ン
ビ
の
伴
奏
で
「
歌

声
喫
茶
風
」
に
参
加
者
み
ん
な

で
合
唱
し
ま
す
。
昼
話
は
、
ブ

ル
ー
ビ
ー
（B

lu
e
-B
e
e

）
と

い
う
名
称
の
大
人
の
同
世
代
バ

ン
ド
で
、
皆
さ
ん
お
な
じ
み
の

歌
謡
曲
を
中
心

に
演
奏
し
て
い

た
だ
く
予
定
で

す
。
詳
細
は
９

月
号
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す

が
、
事
前
予
約

を
受
け
付
け
ま

す
、
ご
希
望
の

方
は
お
電
話
な

ど
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

金沢区福祉協議会からの助成金

７
月
に
行
わ
れ
た
「
横
浜

七
夕
ま
つ
り
イ
ン
山
下
公
園
」

に
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
、
短
冊
飾
り
な
ど
様
々

な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
楽
し
め

ま
し
た
。
。

⑦

子どもたちの健やかな成長に

歌の集い ９月 ７日（日）14:00 開始 みんなで合唱

ギター・マンドリン２人のコンビがリード

西柴昼話 ９月２８日（日）13:30 開始 演奏を楽しむ

バイオリン・ピアノ・ベース・ドラムのカルテット

【9月の音楽イベント内容】

７月１３日開催した歌の集い

カルテットのイメージ

俊
夫
さ
ん
の
フ
ォ
ト
巡
り



①

染
の
井（谷
津
町
）

金
沢
文
庫
駅
か
ら
横
浜
方

面
に
向
か
い
谷
津
第
２
踏
切

を
渡
り
右
折
、
線
路
に
沿
っ

て
行
き
、
能
見
台
５
丁
目
の

方
は
向
か
い
、
住
宅
地
を
左

折
五
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

所
に
あ
り
、
谷
津
の
人
に
と
っ

て
は
、
飲
料
水
と
し
て
汲
ま

れ
た
よ
う
で
す
。
谷
津
町
に

は
「
染
井
公
園
」
が
あ
り
ま

す
。

②

白
井（
谷
津
町
）

金
沢
文
庫
駅
西
口
の
階

段
を
下
り
た
銀
行
の
裏
、

浅
間
神
社
か
ら
続
く
崖
下
、

現
在
暗
渠
に
な
っ
た
谷
津

川
の
道
路
の
先
あ
た
り
に

あ
り
、
覗
く
と
井
戸
の
底

は
白
く
汲
上
げ
る
と
澄
ん

で
い
た
よ
う
で
そ
の
名
が

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ラ
ジ
ュ

ウ
ム
を
含
む
と
い
う
の
で
、

昭
和
中
頃
ま
で
料
理
旅
館

「
金
沢
温
泉
・
白
井
館
」

が
営
業
し
て
い
ま
し
た
が

西
口
開
発
に
よ
り
跡
形
も

な
く
な
り
ま
し
た
。

③
赤
井（
釜
利
谷
東
）

文
庫
駅
西
口
か
ら
銀
行
の

前
を
釜
利
谷
へ
の
旧
道
を
行

き
、
赤
井
バ
ス
停
の
手
前
を

右
に
入
る
と
正
法
院
と
い
う

お
寺
が
あ
り
、
寺
の
庫
裡
の

裏
側
に
あ
る
井
戸
で
、
弘
法

大
師
が
関
東
を
回
っ
た
時
、

病
に
苦
し
む
人
の
た
め
に
掘
っ

た
と
こ
ろ
鉄
分
を
含
ん
だ
赤

い
水
が
出
て
き
た
そ
う
で
す
。

そ
の
水
を
使
っ
て
（
不
動
明

王
）
の
画
を
描
き
病
気
を
治

す
祈
願
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

谷
戸
の
奥
に
行
く
と
「
赤
井

温
泉
」
と
い
う
演
芸
場
の
あ

る
風
呂
屋
が
あ
り
ま
し
た
が

七
井
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

④

小
中
井
（
釜
利
谷
東
）

バ
ス
停
を
さ
ら
に
進
み

右
に
入
る
と
旧
道
と
並
ん

だ
道
が
あ
り
二
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
行
く
と
、
右
へ
小
さ

な
谷
戸
を
数
十
メ
ー
ト
ル
入

る
と
、
右
側
の
民
家
の
庭

に
井
戸
が
あ
り
ま
す
。
昔

は
日
蓮
宗
上
行
寺
の
末
寺

真
浄
寺
が
あ
り
、
そ
の
境

内
の
井
戸
の
よ
う
で
仏
様

に
挙
げ
る
水
を
汲
ん
だ
そ

う
で
す
。

⑤

荒
井

（
瀬
戸
）

金
沢
八
景
駅
か
ら
国
道
１
６

号
金
龍
院
の
近
く
に
荒
井
屋
と

い
う
料
亭
が
以
前
あ
り
、
そ
の

庭
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
道
路

拡
幅
で
埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
は
っ

き
り
し
た
位
置
は
分
か
り
ま
せ

ん
。⑥

亀
井
（
金
沢
町
）

称
名
寺
の
赤
門
を
入
り
左
折

し
た
民
家
の
庭
に
あ
り
、
亀
山

上
皇
の
勅
使
が
訪
れ
た
時
使
わ

れ
た
と
い
う
事
で
上
皇
の
名
か

ら
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

⑦

御
井
戸
（
寺
前
）

赤
門
を
柴
町
の
方
に
向
か
い

百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
文
庫
小

学
校
の
通
用
門
に
通
じ
る
下
り

坂
が
あ
り
、
そ
の
中
間
に
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
開
発
で
埋
め
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

も
う
一
つ
の
説
と
し
て
柴
町
の

東
西
に
現
存
す
る
大
井
戸
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
も
七
井
を
名

乗
っ
て
お
り
ど
ち
ら
か
分
か
り

ま
せ
ん
。

現
在
あ
る
井
戸
は
覗
け
る
こ

と
が
出
来
る
の
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
時
は
必
ず
許
可
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

（
注
）

富
岡
や
大
道
あ
た
り

は
良
質
な
水
が
出
た
よ
う
で
す

が
、
内
海
の
低
湿
地
帯
で
は
飲

料
水
や
洗
濯
に
も
苦
し
ん
だ
の

で
、
横
浜
水
道
の
恩
恵
に
あ
ず

か
り
た
い
と
の
念
願
の
結
果
、

久
良
岐
郡
が
昭
和
１
１
年
１
０

月
１
日
横
浜
市
磯
子
区
に
編
入

さ
れ
、
翌
１
２
年
に
は
水
道
が

引
か
れ
ま
し
た
。
久
良
岐
郡
は

古
代
に
は
現
在
の
横
浜
市
の
東

半
分
く
ら
い
ま
で
占
め
て
い
ま

し
た
が
、
最
後
に
残
っ
た
現
在

の
金
沢
区
と
ほ
ぼ
同
じ
部
分
が

磯
子
区
に
併
合
さ
れ
日
本
一
小

さ
な
群
は
消
滅
し
ま
し
た
。
私

は
７
月
生
ま
れ
で
す
の
で
最
後

の
群
民
の
う
ち
の
一
人
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

金沢は江戸時代には、広重の浮世絵「金沢八景」

で知られ江戸から近い観光地として賑わいました。

「八名木、七井、四石」が故事に出てきますが、

八名木は瀬戸神社、稱名寺などにあった木に名づけられてい

たもので、今は枯れた木もあり植え替えて名前だけ残ってい

るものもあるようです。四石は福石（瀬戸神社）、飛石（金龍

院）、美女石(みめいし)と、姥石(うばいし)（稱名寺）ですが

何百年もたち現在では知る人も少なくなりました。

今回はもう一つある七井について書いてみたいと思います。

現在の泥亀のあたりは内海が釜利谷の方まで入っていて、低

湿地帯で水質も悪く飲料水を求めるのも困難

で、いい水が出ると評判になり「金沢七井(し

ちせい)」が知られるようになりました。昭和11年、横浜市

に併合され水道が引かれるようになり、忘れ去られてしまい、

現存どうなっているかは分かりませんが、その位置だけは変

わらないようなので順を追ってみたいと思います。見にくい

ですが地図の白地に赤の数値が場所を示しています（Ｕ）。

（
御
中
井
と
も
書
く
）

１０年ほど前、さくら茶屋スタッフが中心となり、正法院
などに伝わる「赤井」
にまつわる昔ばなしを
紙芝居にして区内の
小学校などに配る活
動をしています。

２０２５年８月 第１９０号（３） 特定非営利活動法人さくら茶屋にししば発行

良質お水「金沢七井」

さくら茶屋スタッフ作成「紙芝居」



さくら茶屋のランチメニューは、曜日ごとに替わります。店内飲食とお持ち帰り用はほぼ同様の中身
です（その日の材料により多少異なる場合があります）。 下記に紹介する惣菜関連は一例です。 営
業時間は原則として、店内飲食は12時から14時、テイクアウト販売は11時半から販売を致します。

月 火 水 木 金
カ
フ
ェ
に
て
食
事

生姜焼きランチ
又は 鮭 ランチ

７５０円
テイクアウトは
（小）も５５０円有り

穴子天丼１２００円
ハーフ１０００円

煮あなご・海老天
750円

テイクアウト小有り

松花堂弁当
850円

（内容は季節に応じて）

テイクアウトは
（小）も５５０円有り

焼き鮭、豚の生姜焼

き、鶏の唐揚げの３種

類のランチあり。 惣

菜は１５０円で数種類

をご用意。店内飲食に

は豚汁を提供。 惣菜として天ぷらセッ

ト（５００円～

７００円と各種あり、

ご要望にお答えします）

１５０円惣菜も月曜日

同様、各種ご用意。

お弁当内容は季節に

より替わります。主菜

は肉か魚、副菜も季節

感を重視。惣菜は

１５０円～肉や魚メイ

ンの５５０円もあり。

１５０円惣菜に加え、

シューマイ３００円、

唐揚げ３５０円、ちま

き１個１５０円等有り

１５０円惣菜に加え、

ちらしパック３６０円

ちらしのいなり寿司セッ

ト３００円、その他鶏

ささ身の天ぷらセット

などもご用意して有り

ます。

中華ランチ
７50円

（ちまき・シウマイ等）

テイククアウトは
のり弁５５０円など

ちらしご飯セット
７50円

（お吸い物付き）
テイクアウトは
（小）も５５０円有り

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用

店内飲食は、月曜から金曜までさくら茶屋で調理したランチメニューをさくらカフェでお召し上がりいただけま
す。ただ水曜日のみは、さくらカフェで調理するメニューも提供し、夕刻まで喫茶としてもご利用いただけます。
更に土曜日は第一、第三曜日に限り、下記のランチメニューを提供いたします。どうぞご利用ください。

水曜日さくらカフェで調理し提供するメニューは、左下にあるワンプレートランチです。

ドリンク、デザート付きで８００円です。

第一土曜日は右側のオムライスセット、第三土曜日は串カツセット、ドリンク、デザー

ト付きで８００円、ご希望の場合はテイクアウトも可能です。但し、土曜日はランチタイム

（11時半から14時まで）のみで、その後の喫茶提供はありません。

尚、当面は数量限定とな

るため、売り切れの場合は

ご容赦願います。よろしけ

れば事前にお電話にて確認

願います。よろしくお願い

致します。

☎さくらカフェ

０４５－８７７－３８６６
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